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桃
源
郷
の

「黄
道
真
」

―
―
本
邦
に
お
け
る
画
題
受
容
の
一
側
面
―
―

は
じ
め
に

本
邦
近
世
初
期
成
立
、
日
本
初
の
画
題
集
成

『後
素
集
』
は
な
ん
と
も
不
可

解
な

一
書
で
あ
る
。
『事
文
類
衆
』
や

『白
氏
文
集
』
を
委
細
に
引
用
し
、
典

故
を
厳
密
に
尊
重
し
つ
つ

「西
湖
図
」
に
つ
い
て
解
説
す
る

一
方
、
「毛
宝
助

亀
図
」
な
る
画
題
に
つ
い
て
は
、

毛
宝
晋
世
人
、
小
児
白
亀
フ
ト
ラ
エ
テ
コ
ロ
ス
ヲ
、
債
ニ
カ
ヘ
テ
カ
イ
ト

リ
、
海
上
ニ
ハ
ナ
ス
体
ナ
リ

と

『蒙
求
』
や

『和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
書
等
に
見
え
る

「毛
宝
白
亀
」
の
故

事
と
は
微
妙
に
異
な
る
、
巌
谷
小
波
の

「浦
島
太
郎
」
を
髪
発
と
さ
せ
る
記
述

を
加
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

『後
素
集
』
で
の
所
載
は
巻
第
二
の

「隠
逸
」

部
で
、
武
将
毛
宝
の
配
下
の
武
人
に
関
わ
る
逸
話
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と

は
言
い
難
く
、
出
典
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
典
拠
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
、
そ
の
考
察
は
容
易
で
は
な
い

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
編
者
で
あ
る
狩
野

一
渓
の
伝
記
の

詳
細
や
、
そ
の
執
筆
動
機
が
不
明
で
あ
る
現
在
、
『後
素
集
』
の
特
質
を
解
明

す
る
た
め
に
は
、
出
典
を
中
心
に
、
そ
の
項
目
や
記
載
内
容
を
徹
底
し
て
検
討

中

本

大

す
る
以
外
に
方
法
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
で
は
、
「神
仙
」
部
に
収
め
ら
れ
る

「桃
源
図
」
の
記
述
を
端
緒
に
、

『後
素
集
』
が
採
録
す
る
画
題
の
背
景
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

『後
素
集
』
神
仙
部
所
収

「桃
源
図
」
の
解
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

桃
源
図

漁
人
桃
源
ニ
ユ
キ
テ
黄
道
真
ニ
ア
ヒ
タ
ル
テ
イ
也
。
桃
源
桃
ヲ
ゝ
キ
ト
コ

ロ
也

一

「桃
源
図
」
は
著
名
な
画
題
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
そ
の
盛
行
は
、
『歴
代

題
画
詩
類
』
巻
第
二
十

一
「古
蹟
類
」
に
収
め
ら
れ
た
二
十
首
に
及
ぶ
彩
し
い

題
画
詩
の
作
例
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。
収
録
作
品
は
唐
代
の
詩
人
、
韓
懲

の

「桃
源
図
」
詩
を
筆
頭
に
、
唐

・
宋

・
元

。
明
の
各
代
に
亙
り
、
絶
え
間
な

い
受
容
と
敬
慕
の
歴
史
が
付
度
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
元
代
の
作
例
は
豊

富
で
、
銭
選

・
趙
孟
順

。
黄
活

・
呉
師
道
と
い
っ
た
著
名
な
士
大
夫
が
作
者
と

し
て
名
を
列
ね
て
い
る
。

桃
源
郷
の
故
事
が
本
邦
で
も
周
知
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ



し
て
そ
の
源
泉
は
、
「武
陵
桃
源
」
の
標
題
を
掲
げ
る

『蒙
求
』
古
注
釈
書
に

も
引
用
さ
れ
る
陶
淵
明
の

「桃
花
源
記
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『和
漢
朗
詠
集
』
で
は

「
二
月
二
日
　
付
桃
」
部
で
王
維
の

「桃
源
行
」
の

一

聯
を
採
録
す
る
の
を
は
じ
め
、
「仙
家
　
付
道
士
隠
倫
」
部
で
も
こ
の
逸
話
を

踏
ま
え
る
本
邦
の
作
例
を
掲
げ
て
い
る
。
永
済
注
が
そ
の
注
釈
で
両
句
と
も
に

「桃
源
記
」
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
桃
源
郷
説
話
の
受
容
と
確

立
に
は
陶
淵
明
の

「桃
花
源
記
」
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
を

文
禄
五
年
刊

『徐
状
元
補
注
蒙
求
』
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。

陶
潜
桃
花
源
記
云
、
晋
太
元
中
、
武
陵
人
挿
魚
、
縁
渓
行
、
忘
路
之
遠

近
、
忽
逢
桃
花
林
、
挟
岸
数
百
歩
、
中
無
雑
樹
、
芳
花
鮮
美
、
落
英
績
粉
、

漁
人
甚
異
之
、
復
前
行
、
欲
窮
其
林
、
林
尽
水
源
、
得

一
山
、
山
有
小
口
、

髪
髯
若
有
光
、
便
捨
松
従
日
入
、
初
極
挟
、
綾
通
人
、
復
行
数
十
歩
、
裕

然
開
朗
、
土
地
平
広
、
屋
舎
厳
然
、
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
、
附
隋
交
通
、

鶏
犬
相
聞
、
其
中
往
来
種
作
、
男
女
衣
着
、
悉
如
外
人
、
黄
髪
垂
髪
、
並

恰
然
自
楽
、
見
漁
人
大
驚
、
問
所
従
来
、
具
答
之
、
便
遂
還
家
、
為
設
酒
、

殺
鶏
作
食
、
村
中
咸
来
問
訊
、
自
云
先
世
避
秦
乱
、
率
妻
子
邑
人
、
来
此

絶
境
、
不
復
出
、
遂
与
外
人
間
隔
、
問
今
是
何
世
、
乃
不
知
有
漢
、
無
論

魏
晋
、
此
人
為
具
言
、
聞
皆
歎
椀
、
余
人
各
復
延
至
其
家
、
皆
出
酒
食
、

停
数
日
、
辞
去
、
既
出
、
得
其
船
、
便
擦
向
路
、
処
処
誌
之
、
及
郡
詣
太

守
、
説
太
守
即
遣
人
随
往
、
尋
向
所
誌
、
遂
迷
不
復
得
路
。

こ
う
し
た
状
況
は
時
代
が
降
っ
て
も
ほ
ぼ
同

一
で
あ
っ
た
。
数
多
く
の
用
例

の
中
か
ら
、
そ
の
体
裁
が

『後
素
集
』
に
類
似
す
る

『連
集
良
材
』
を
例
と
し

て
挙
げ
て
お
く
。
同
書

「桃
源
」
の
項
は
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

桃
源

晋
ノ
太
元
ノ
年
武
陵
卜
云
処
ノ
人
魚
ト
ラ
ン
タ
メ
ニ
舟
ヲ
サ
シ
テ
谷
ノ
流

ヲ
行
二
道
ヲ
失
テ
桃
林
ノ
キ
シ
ヲ
サ
シ
ハ
サ
メ
ル
処
二
行
力
ゝ
り
又
百
歩

ノ
内
コ
ト
木
ナ
シ
落
英
績
粉
タ
リ
猶
水
上
ヲ
尋
ユ
ク
二
一
ノ
山
ア
リ
山
ニ

少
シ
キ
江
ア
リ
舟
ヲ
捨
テ
歩
ミ
行
二
人
家
ア
リ
田
地
ア
リ
鶏
犬
ア
リ
男
女

ア
マ
タ
ア
リ
漁
人
間
之
答
テ
云
我
ハ
秦
時
世
乱
ヲ
ノ
ガ
レ
テ
コ
ゝ
二
来
テ

ヨ
リ
通
フ
事
ナ
シ
ト
イ
ヘ
リ
桃
源
是
也
秦
ヨ
リ
晋
マ
デ
五
百
余
歳
也
奇
犬

吠
フ
花
二
声
流
ル
ト
江
桃
之
浦
二
云
ル
コ
ノ
心
ナ
リ

「桃
花
源
記
」
の
概
略
を
記
し
た
後
、
傍
線
部
、
『和
漢
朗
詠
集
』
「仙
家
」

部
所
収
句

（「神
仙
策
」
都
良
香
）
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
本
邦
で
の
趨
勢
を
考
え
る
と
、
『後
素
集
』
の
記
載
に
は
違
和
感
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
の

「桃
花
源
記
」
に
は
桃
源
郷
を
訪

れ
た
漁
人
に
も
、
迎
え
た
郵
人
に
も
、
ま
た
最
後
に
登
場
す
る
太
守
に
も
、
明

確
な
氏
名
は
附
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『後
素
集
』
が
記
す

「黄

道
真
」
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
。
狩
野

一
渓
は
何
を
以
っ
て
あ
ま
り
に
も

有
名
な
逸
話
に
基
づ
く
著
名
な
画
題
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
解
説
を
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。二

「黄
道
真
」
は
も
と
よ
り
、
狩
野

一
渓
の
創
作
で
は
な
い
。
実
は
こ
の
人
物
、

本
邦
室
町
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
位
相
は
異
な
る
も
の
の
複
数
の
書

物
の
中
で
、
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

結
ば
れ
て
一
本
の
線
と
な
り
、
『後
素
集
』
の
記
載
に
結
実
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「黄
道
真
」
の
名
が
本
邦
で
は
じ
め
て
確
実
に
記
憶
さ
れ
た
の
は
、
室
町
時

代
を
通
じ
て
漢
籍
受
容
の
一
大
窓
口
で
あ
っ
た
五
山
禅
林
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
根
拠
は
な
に
か
。
実
は
五
山
の
学
僧
に
と
っ
て
必
読
書
で
あ
っ
た



『韻
府
群
玉
』
に

「黄
道
真
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
上
平
声
十

一
、
「員
」
部
の

「人
名
」
に
は
、

黄
道
―
　
武
陵
漁
人
入
桃
源
　
　
　
（『増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
巻
之
七
）

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
惟
高
妙
安
の
講
義
を
聞
書
き
し
た
抄
物

『玉

（
４
）

塵
抄
』
の
該
当
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

黄
道
―
武
陵
漁
人
入
武
源
、
武
陵
ノ
桃
源
ノ
心
力
武
源
卜
所
ハ
ナ
イ
ソ
黄

道
真
ハ
漁
人
ト
ア
リ
排
韻
ニ
モ
ナ
イ
ソ
方
輿
勝
覧
第
二
十
常
徳
府
ノ
桃
源

ノ
コ
ト
ラ
ノ
セ
タ
所
二
漁
人
黄
道
真
舟
ヲ
乏
テ
流
ニ
サ
カ
ノ
ボ
ツ
テ
上
エ

コ
イ
デ
桃
源
ノ
水
ノ
ミ
ナ
カ
ミ
エ
イ
タ
ソ
桃
源
ノ
詩
ド
モ
多
ヲ
ノ
セ
タ
ソ
、

東̈
―
カ
コ
ト
ノ
コ
マ
カ
ナ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ソ

こ
の
記
載
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
未
詳
の
人
名
を
検
索
す
る
際
の
五
山
僧
の
手

順
が
窺
え
る
興
味
深
い
部
分
で
も
あ
る
。
記
載
内
容
を
順
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
引
用
傍
線
部
、
『韻
府
群
玉
』
の
本
文
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

現
在
通
行
す
る

『韻
府
群
玉
』
諸
本
と

『玉
塵
抄
』
で
引
用
さ
れ
る
本
文
と
で

は

「桃
源
」
を

「武
源
」
と
す
る
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
未

勘
。
惟
高
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は

「武
陵
漁
人
入
武
源
」
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
、
「武
源
」
と
は

「武
陵
桃
源
」
を

簡
略
化
し
た
表
記
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

次
に
、
「黄
道
真
」
に
つ
い
て
は
第

一
に
、
『排
韻
増
広
事
類
氏
族
大
全
』
に

そ
の
記
載
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
同
書
が
本
邦
五
山
禅
林
に
お
け
る

最
も
簡
便
な
人
名
録
と
し
て
、
い
か
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
か
を
裏
付
け
る

証
左
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
惟
高
が
言
及
し
た
の
は

『方
輿
勝
覧
』
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
は

『事
文
類
衆
』
の
編
者
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
宋
末
元
初
の
士
大

夫
、
祝
穆
が
編
纂
し
た
中
国
地
理
に
関
す
る
類
書
で
、
検
索
簡
便
な
地
理
書
と

し
て
し
ば
し
ば
五
山
僧
の
著
述
に
見
え
る

一
書
で
あ
る
。
そ
の
巻
第
二
十
、

「常
徳
府
」
の

「桃
源
山
」
（宋
本
に
拠
る
。
清
代
の
校
訂
本
等
、
「桃
源
洞
」

と
す
る
本
文
も
あ
る
）
の
記
載
内
容
を
概
観
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

『方
輿
勝
覧
』
に
は

「桃
源
」
に
関
わ
る
往
古
の
詩
文
が
多
数
掲
載
さ
れ
る
も

の
の
、
「黄
道
真
」
の
詳
細
を
記
さ
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
考
証
を
終
え
る
の

で
あ
る
。
惟
高
の
こ
の
口
吻
か
ら
し
て
、
「黄
道
真
」
の
伝
記
が
本
邦
五
山
禅

林
で
人
口
に
檜
実
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
桃
源
郷
の
逸
話
に

関
係
す
る
人
物
と
し
て
、
『韻
府
群
玉
』
や

『方
輿
勝
覧
』
に
言
及
さ
れ
る
も

の
の
、
そ
の
詳
細
は
不
明
、
と
い
う
の
が
文
壇
で
の
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の

『方
輿
勝
覧
』
の
当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

桃
源
山

○
任
安
貧
武
陵
記
晋
太
康
中
武
陵
漁
人
黄
道
真
乏
舟
自
況
派
流
而
入
道
真

既
出
白
太
守
劉
散
歌
興
倶
往
則
己
迷
路
興
陶
記
略
同

『武
陵
記
』
逸
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
最
後
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
陶
淵
明

の

「桃
花
源
記
」
と
大
略
、
同

一
内
容
で
、
漁
人
の
名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

の
み
が
眼
日
で
あ
っ
た
。
な
お
、
漁
人

「黄
道
真
」
に
言
及
す
る
権
威
あ
る
出

典
と
し
て

『太
平
御
覧
』
が
あ
る
。
斯
書
巻
第
四
十
九

・
地
部
十
四

「黄
聞

山
」
項
で
は
や
は
り

『武
陵
記
』
逸
文
を
出
典
と
し
て

武
陵
記
日
、
昔
有
臨
況
黄
道
真
、
在
黄
聞
山
側
釣
魚
、
因
入
桃
花
源
。
陶

潜
有
桃
花
源
記
。
今
山
下
有
淳
、
立
名
黄
聞
。
此
蓋
間
道
真
所
説
、
遂
篤

其
名
也
。

と
い
う
文
辞
を
掲
げ
る
も
の
の
、
こ
の
記
述
は

『事
文
類
衆
』
等
他
書
に
は
踏

襲
さ
れ
ず
、
五
山
で
の
影
響
を
考
慮
す
る
上
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『韻
府
群
玉
』
で
は
上
平
声
十
三

「元
」
韻

「源
」
字
門

で

「武
陵
桃
源
」
を
挙
げ
る
も
の
の
、
『玉
塵
抄
』
当
該
部
分
で
は

「桃
花
源



記
」
を
訓
読
す
る
の
み
で
、
黄
道
真
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
『古
文
真
宝

前
集
』
に
は
巻
六

「七
言
古
風
長
篇
」
に
韓
愈
の

「桃
源
図
」
が
、
巻
九

「行

類
」
に
王
安
石
の

「桃
源
行
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り

「黄
道

真
」
に
通
じ
る
理
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
室
町
時
代
初
期
の
禅
僧
、

惟
肖
得
厳
の

「桃
花
源
図
」
詩
七
絶
に

「黄
郎
世
上
有
何
累
　
便
捨
釣
舟
休
道

帰
」
の
一
聯
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の

「黄
郎
」
は

「黄
頭
郎
」、
す
な
わ
ち
船

頭
の
意
で
、
黄
道
真
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
「黄
道
真
」
が
本
邦
五
山
禅
林
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
た
人
物
で

あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し

「黄
道
真
」
を
桃
源
郷
に
迷
い
込
ん
だ
漁

人
と
す
る
五
山
で
の
理
解
と
、
迷
い
込
ん
だ
漁
人
を
迎
え
た
人
物
と
す
る

『後

素
集
』
の
記
載
に
は
饂
嬬
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。
『後
素
集
』
に
お

け
る

「黄
道
真
」
は
あ
く
ま
で
桃
源
郷
の
住
人
な
の
で
あ
る
。

三

「黄
道
真
」
は
い
か
に
し
て
桃
源
郷
の
住
人
に
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
こ
そ
は

一
渓
の
曲
解
、
あ
る
い
は
創
作
な
の
で
あ
ろ
う
か
―
―
こ
の
仮
説
は
ま
た
し
て

も
否
、
で
あ
る
。
例
え
ば

『詩
学
大
成
抄
』
（米
沢
本
）
地
理
門

「渓
」
部
所

収

「避
秦
人
」
の
項
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

○
避
秦
人
○
武
陵
渓
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
秦
ノ
始
皇
ノ
乱
ヲ
サ
ケ
テ
、
桃
源
エ

カ
ク
レ
テ
イ
タ
者
ア
リ
、
髪
黄
ナ
老
人
ガ
ア
リ
テ
漁
人
ガ
武
陵
渓
エ
イ
タ

レ
ハ
、
老
人
二
逢
タ
ソ
、
老
人
力
、
吾
ハ
秦
ノ
乱
ヲ
サ
ケ
テ
、
コ
ゝ
ニ
イ

タ
ト
云
ソ
、
秦
カ
ラ
漁
人
ノ
時
分
ハ
晋
時
ソ
、
凡
七
百
年
ハ
カ
リ
ノ
ホ
ド

ソ
、
仙
境
チ
ヤ
ホ
ド
ニ
老
人
モ
仙
人
ニ
ナ
リ
テ
イ
キ
タ
ソ

傍
線
部

「髪
黄
ナ
老
人
」
は
陶
淵
明
の

「桃
花
源
記
」
に
見
え
る

「黄
髪
垂
髪
、

並
依
然
自
楽
」
を
敷
衛
し
た
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
明
確

に
漁
人
に
応
対
し
た

「黄
髪
ナ
老
人
」
を
傍
線
部
、
「仙
境
」
で
あ
る
桃
源
郷

に
住
ま
う

「仙
人
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『玉
塵
抄
』
に
お
い
て
は
桃

源
郷
の
黄
道
真
に
つ
い
て
記
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
惟
高
が
、
『詩
学
大
成
抄
』

に
お
い
て

『後
素
集
』
に
近
似
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
た
だ
し
黄
髪
の
仙
人
の
名
を
黄
道
真
と
す
る
説
が
確
定
す
る
た
め
に

は
更
に
時
代
を
降
り
、
別
の
明
本
の
新
渡
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
『列
仙
全
伝
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

『列
仙
全
伝
』
は
中
国
明
代
の
萬
暦
年
間
に
陸
続
と
刊
行
さ
れ
た
帯
図
本
の

一
つ
で
あ
る
。
『仙
佛
奇
踪
』
・
コ
一才
図
会
』
。
『
日
記
故
事
』
等
と
と
も
に
、

本
邦
で
は
画
師
の
粉
本
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
林

羅
山
が
珍
重
し
た
こ
と
も
著
名
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の

『列
仙
全
伝
』
の
末
尾
、

巻
之
九
は
補
遺
部
で
、
図
像
を
伴
わ
ず
、
仙
人
名
と
そ
の
伝
記
の
概
略
が
ま
と

め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

「黄
道
真
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
。

黄
道
真
。
晋
武
陵
人
。
棄
俗
居
高
吾
山
修
道
。
後
乗
白
鹿
而
去
。

一
行
に
満
た
な
い
短
文
で
あ
る
。
翌
こ

ｏ
「武
陵
」
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も

の
の
、
『韻
府
群
玉
』
や

『方
輿
勝
覧
』
に
は
記
さ
れ
な
い
明
ら
か
に
異
な
る

認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
響
口
吾
山
」
は
不
明
。
『山
海
経
』
に

「鉤

吾
山
」
な
る
地
名
が
見
え
る
も
の
の
、
関
係
は
不
詳
で
あ
る
。
「乗
白
鹿
」、
白

鹿
に
乗
る
仙
人
と
言
え
ば

『事
文
類
衆
』
「鹿
」
門
で
、

乗
白
鹿

老
子
乗
白
鹿
下
託
於
李
母
　
佳
玄
山
李
母
碑

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
第

一
に
老
子
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『列
仙
全
伝
』

に
お
け
る
黄
道
真
に
は
、
仙
中
の
仙
と
も
言
え
る
、
老
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『列
仙
全
伝
』
の
こ
の
記
述
が
近
世
初
期
の
本
邦
漢
画
壇
、
就
中
狩
野

一
渓



に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
「漁
人
が
桃
源
郷
で
黄

道
真
に
遅
遁
し
た
」
と
い
う

『後
素
集
』
の
記
載
が
、
『詩
学
大
成
抄
』
と

『列
仙
全
伝
』
の
記
述
を
併
せ
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
興

味
深
い
の
で
あ
る
。

四

再
度
、
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
「黄
道
真
」
は
近
世
の
画
人
に
と
っ
て
決
し

て
辿
り
よ
う
の
な
い
未
知
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
五
山
文
壇
や
そ
の
所
蔵
す

る
典
籍
と
交
渉
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
の
断
片
を
得
る
こ
と
は

可
能
で
あ
っ
た
。　
一
方
、
中
国
宋

・
元
代
の
類
書
の
記
述
か
ら
伝
播
し
た
桃
源

郷
の
黄
道
真
は
明
代
に
至
り
、
仙
人
と
し
て
の
明
確
な
実
像
を
伴

っ
て
描
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
、
『歴
代
題
画
詩
類
』
巻
三
十

一
「古
蹟

類
」
に
は
明
代
の
詩
人
、
謝
承
挙
の
次
の
長
詩
を
収
め
て
い
徒
。

桃
源
図

武
陵
桃
花
先
破
春
　
　
漁
郎
偶
爾
来
問
津

山
重
水
複
得
雲
賓
　
　
風
馳
浪
駿
臨
渓
濱

何
知
卒
然
八
異
境
　
　
人
家
遠
近
通
芳
隣

石
田
茅
屋
興
世
隔
　
　
一ム
是
先
世
来
避
秦

桑
麻
接
地
足
衣
食
　
　
冠
裳
結
伴
無
疎
親

我
聞
扇
氏
乱
天
紀
　
　
儒
坑
典
焚
兇
不
悛

大
張
淫
暴
股
物
類
　
　
俯
視
四
海
皆
愚
民

天
生
性
良
天
亦
血
　
　
故
教
善
衆
蔵
鱗
的

仙
邪
人
邪
香
莫
測
　
　
歴
世
已
久
跡
已
陳

縦
然
有
仙
亦
常
事
　
　
神
仙
原
是
人
間
人

昌
黎
臨
川
各
云
遠
　
　
地
下
不
起
黄
道
真

坂
翁
詩
破
萬
世
惑
　
　
千
載
淵
明
蘇
為
申

作
者
の
謝
承
挙
は
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
中
国
明

代
、
成
化

・
正
徳

。
嘉
靖
年
間
に
活
躍
し
た
江
南
、
金
陵
の
詩
人
で
あ
る
。
登

第
こ
そ
し
な
か

っ
た
も
の
の
、
十
才
子
の

一
、
朱
応
登
ら
と
親
交
を
結
び

翁
明
史
』
列
伝

。
文
苑
二
）、
詩
画
に
優
れ
た
こ
と
が
そ
の
墓
碑
銘

「野
全
謝

先
生
塔
墓
志
銘
」
「
国
朝
献
徴
録
』
所
収
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品

「桃
源
図
」
十
二
韻
で
は
、
陶
淵
明
の

「桃
花
源
記
」
を
た
ど
り
な
が
ら
、
先

人
た
ち
の
詩
作
を
反
努
し
、
現
代
に
も
通
じ
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
鎮
め
つ
つ
達
観

と
も
言
う
べ
き
諦
念
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
節
に

「地
下
不
起
黄
道
真
」
と

あ
り
、
「黄
道
真
」
を
今
の
世
に
は
も
は
や
姿
を
顕
さ
な
い
仙
人
と
し
て
描
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
『歴
代
題
画
詩
類
』
所
収
の
他
の
作
例
に
、
「黄
道
真
」
に

言
及
し
た
も
の
は
見
出
せ
ず
、
謝
承
挙
の
本
邦
へ
の
影
響
は
も
と
よ
り
不
明
で

は
あ
る
も
の
の
、
黄
道
真
が
中
国
の

「桃
源
図
」
に
関
す
る
題
画
詩
で
も
言
及

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『後
素
集
』
の
記
述
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与

え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

『後
素
集
』
の
記
述
は
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
五
山
禅

林
を
中
心
と
す
る
本
邦
室
町
時
代
の
学
識
を
背
景
と
す
る

一
方
、
同
時
代
の
中

国
の
典
籍
や
絵
画
の
影
響
を
も
想
定
さ
せ
る
近
世
初
期
の
重
要
な
文
化
的
指
標

と
も
見
な
し
得
る
文
辞
の
結
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

な
ら
ば
、
で
あ
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た

「毛
宝
助
亀
図
」
の
解
説
も
、
な
ん
ら

か
の
背
景
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『後
素
集
』
が
記
す

「毛
宝
助
亀
図
」
に
は
著
名
、
し
か
も
狩
野

一
渓
と
同

時
代
の
作
例
が
あ
る
。
妙
心
寺
塔
頭
天
球
院
襖
絵
中
の
一
図
に

『後
素
集
』
の



記
載
通
り
、
童
子
か
ら
贖
っ
た
亀
を
水
辺
に
放
す
老
翁
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
作
者
は
狩
野
山
雪
。
北
野
良
枝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
画

題
や
構
図
と

『後
素
集
』
の
記
述
に
浅
か
ら
ぬ
関
連
が
想
起
さ
れ
る
画
人
で
あ

（８
）

Ｚ
つ
。そ

の
毛
宝
助
亀
説
話
の
梗
概
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『蒙
求
』
の
注
釈

や

『太
平
広
記
』
等
の
典
拠
で
は
、
毛
宝
自
身
の
逸
話
で
は
な
く
、
そ
の
部
下

の

一
軍
人
の
故
事
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『蒙
求
』
所
収

「毛
宝
白
亀
」
で
引
用
さ
れ
る
注
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

晋
毛
宝
字
碩
真
、
栄
陽
陽
武
人
、
進
征
虜
将
軍
、
豫
州
刺
史
、
与
西
陽
太

守
焚
峻
、
以
万
人
守
邪
城
、
石
虎
遣
三
万
騎
攻
之
、
城
陥
、
宝
等
率
左
右

突
囲
出
、
赴
江
死
者
六
千
人
、
宝
亦
溺
死
、
初
宝
在
武
昌
、
軍
人
有
於
市

買
得

一
白
亀
、
養
之
漸
大
、
放
諸
江
中
、
邪
城
之
敗
、
養
亀
人
被
鎧
持
刃
、

自
投
於
水
中
、
如
覚
随

一
石
上
、
視
之
、
乃
先
所
養
白
亀
、
長
五
六
尺
、

送
至
東
岸
、
遂
得
免
焉
　
（文
禄
五
年
刊

『徐
状
元
補
注
蒙
求
』
に
拠
る
）

す
な
わ
ち
、
武
将
毛
宝
の
配
下
の
武
人
が
武
昌
の
市
で
一
匹
の
自
亀
を
購
い
、

そ
れ
を
大
き
く
な
る
ま
で
養
っ
た
後
、
川
に
放
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
、
敗

戦
で
死
を
覚
悟
し
、
川
に
身
を
投
じ
た
と
こ
ろ
、
以
前
育
て
た
亀
が
成
長
し
、

東
岸
ま
で
送
り
届
け
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『太
平
広
記
』
巻
第

一
百

一

十
八

「報
応
」
十
七

「異
類
」
所
収
話

「毛
宝
」
（出
典
は

『幽
明
録
し

も
ほ

ぼ
同

一
で
あ
る
。

こ
の
逸
話
が
毛
宝
自
身
の
報
恩
諄
に
変
容
し
て
い
く
様
を
述
べ
る
こ
と
は
本

稿
の
目
的
で
は
な
い
も
の
の
、
例
え
ば

『和
漢
朗
詠
集
』
「白
」
部
採
録
の
一

聯
、

毛
宝
亀
帰
寒
浪
底
　
王
弘
使
立
晩
花
前

に
つ
い
て
永
済
注
で
次
の
よ
う
な
注
釈
を
附
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。此

ハ
胸
ノ
句
也
。
上
旬

ハ
、
斉
ノ
国

二
毛
宝
卜
云
人
、
江
ノ
ホ
ト
リ
フ
ュ

ク
ニ
、
人
ア
リ
テ
、
白
キ
カ
メ
ノ
、
コ
ウ
ノ
ナ
カ
サ
四
尺
ナ
ル
フ
ト
リ
テ
、

モ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
毛
宝
ア
ハ
レ
ミ
テ
、
カ
ヒ
ト
リ
テ
、
江

ニ
ハ
ナ
チ
ツ

…
…
後
略
。

す
な
わ
ち
、
亀
を
購

っ
た
の
は
毛
宝
自
身
、
し
か
も
諸
書
の
乗
亀
説
話
や
渋

川
版
御
伽
草
子

『浦
島
太
郎
』
の
よ
う
に
不
遇
な
亀
を

「
ア
ハ
レ
ミ
テ
」
、
川

に
放
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
慶
本

『
平
家
物
語
』
第
二
中

「
右
兵
衛

佐
謀
坂
発
ス
事
」
に
見
え
る

「昔
ノ
楊
宝

ハ
雀
ヲ
飼
テ
環
ヲ
得
、
毛
宝

ハ
亀
ヲ

放
テ
命
ヲ
助
カ
ル
ト
云

ヘ
リ
。
」
も
同
じ
理
解
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
描
写
は

浦
島
説
話
と
混
同
し
た
本
邦
で
の
改
編
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
は

中
国
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
理
解
は
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
先
の

「黄
道
真
」
の
考
察
で
も
ふ
れ
た
、
『韻
府
群
玉
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
韻
府
群

玉
』
巻
第
二
十
三

・
上
平
声

「皓
」
韻

「宝
」
字
門

「人
名
」
の

「毛
宝
」
で
、

毛
―
　
放
白
亀

と
記
す
の
を
は
じ
め
、
同
巻
第
四

「支
」
韻

「亀
」
字
門
で
も

「放
白
亀
」
の

項
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
。
当
該
部
分
の

『
玉
塵
抄
』
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。放

白
亀
　
毛
宝
釣
得
白
亀
、
贖
放
之
、
後
戦
敗
、
投
江
、
囁
物
至
岸
、
視

之
乃
所
放
亀
也
　
捜
神
記

古
文
真
宝
ニ
ア
リ
、
釣
得
―
毛
ガ
釣
テ
得
デ
ハ
ナ
イ
ソ
、
漁
人
ガ
ツ
リ
エ

タ
ヲ
毛
ガ
ゼ
ニ
ヲ
ダ
イ
テ
カ
ウ
テ
水
エ
ハ
ナ
イ
テ
イ
ヶ
タ
ソ
、
贖
ハ
シ
ウ

ノ
音

ナ

リ

ア

カ

ウ

ト

ヨ

ム

ソ
買

ウ

コ

ト

ソ
、

ノ

チ

ニ
合

戦

ノ

ソ

コ
ネ

テ

ク

ツ
レ
テ
ニ
ク
ル
ニ
江
ニ
ト
ビ
入
タ
ソ
、
足
二
物
ガ
ア
ツ
タ
フ
フ
ン
デ
ム
カ

イ
ノ
岸
エ
イ
テ
ミ
タ
レ
ハ
、
前
ニ
カ
ウ
テ
タ
ス
ケ
タ
亀
ソ
、
畜
生
′
恩
ヲ



報
シ
タ
コ
ト
多
ソ

す
な
わ
ち
、
『韻
府
群
玉
』
本
文
の

「毛
宝
釣
得
」
の
誤
り
は
正
す
も
の
の
、

亀
を
贖
い
、
川
に
放
し
た
の
を
毛
宝
自
身
と
す
る
認
識
は
永
済
注
や
延
慶
本
と

一
致
し
て
い
る
。
報
恩
は
毛
宝
自
身
と
す
る
の
が
近
世
以
前
、
本
邦
で
の
一
般

的
な
理
解
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は

『後
素
集
』
の

記
述
は
そ
う
し
た
認
識
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
『後
素
集
』
に
記
さ
れ
た

「小
児
白
亀
フ
ト
ラ
エ
テ
コ
ロ
ス
ヲ
」
の

詞
章
は
納
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
『後
素
集
』
が
記
す
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
が

一

連
の
浦
島
子
説
話
や
室
町
時
代
物
語
で
は
記
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周

知
で
あ
ろ
う
。
三
浦
佑
之
氏
が

『浦
島
太
郎
の
文
学
史
』
２

九
八
九
、
五
柳

書
院
）
で
詳
し
く
考
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『後
素
集
』
の
記
述
が

逆
に
、
本
邦
に
お
け
る
浦
島
説
話
の
変
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
三
浦
氏
の
考
察
に
拠
れ
ば
、
亀
の
報
恩
諄
が
整
え
ら
れ
る
の

は
御
伽
草
子
以
降
、
子
供
の
虐
待
の
プ
ロ
ッ
ト
に
至
っ
て
は
巌
谷
小
波
ま
で
降

る
と
さ
れ
る
。
そ
の
両
者
を
併
せ
持

っ
て
い
た
の
が

『後
素
集
』
の

「毛
宝
助

亀
図
」
の
解
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
図
像
が
文
芸
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ

の
一
端
が
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
『後
素
集
』
に
収
め
ら
れ
る
二
つ
の
画
題
解
説
の
背
景
を
検
討
し
て

き
た
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
説
話
生
成
に
関
わ
る
図
像
表
現
の
影
響

の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。　
一
つ
の
著
名
な
故
事
に
新
た
な
解
釈
が
付
加
さ
れ
る
時
、

新
た
な
物
語
へ
と
変
容
し
て
い
く
際
、
「画
題
」
の
も
た
ら
す
影
響
も
決
し
て

小
さ
く
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
顕
彰
し
た
（叫

。
言
い
換
え
る
と
、
中
国
か
ら

齋
さ
れ
た
事
物

（も
ち
ろ
ん
図
像
も
含
ま
れ
る
）
を
ど
の
よ
う
に
評
価
、
理
解

し
、
日
本
人
の
特
性
に
合
わ
せ
て
い
か
に
変
容
さ
せ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
た

め
に
は
、
「画
題
」
に
注
目
し
、
「
画
題
」
を
辿
る
こ
と
も
最
も
有
効
な
方
法
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

近
世
初
期
、
本
邦
初
の
画
題
集
成
を
残
し
た
狩
野

一
渓
重
長
は
、
そ
う
し
た

意
味
で
先
駆
者
で
あ

っ
た
。
彼
は
日
本
人
が
享
受
し
た
漢
画
系
の
画
題
を
集
成

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
と
は
何
か
、
日
本
人
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
、
と

い
う
命
題
を
問
い
続
け
る
営
み
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

注（１
）

「後
素
集
』
本
文
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
文
に
拠
る
。

（２
）

本
文
は
四
庫
全
書
所
収
本
文
に
拠
る
。
な
お
、
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
刊
行

の
展
覧
会
図
録

『淵
明
逸
致
特
展
図
録
』
２

九
八
八
）
に
も
宋

・
元

。
明

・
清

に
わ
た
る

「桃
源
図
」
の
作
例
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（３
）

立
命
館
大
学
西
園
寺
文
庫
所
蔵
寛
永
八
年
刊
本
に
拠
る
。

（４
）

新
抄
物
資
料
集
成

（清
文
堂
出
版
）
所
収
叡
山
文
庫
蔵
本
に
拠
る
。

（５
）

な
お
、
太
守
劉
歌
の
名
を
記
す
文
献
に

『
三
才
図
会
』
が
あ
る
。
同
書
地
理
十

巻

「桃
源
洞
図
」
の
解
説
は
先
行
類
書
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
内
容
な
が
ら
、
「郡
下

詣
太
守
説
如
此
」
の
文
辞
に
続
い
て

「太
守
劉
歌
」
の
割
書
、
細
字
注
を
附
し
て

い

る

。

（６
）

中
国
古
代
版
画
叢
刊

（上
海
古
籍
出
版
社
）
第
二
冊
所
収
本
文
に
拠
る
。
な
お
、

同
じ
く
明
代
万
暦
年
間
刊
行
の
帯
図
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る

「仙
佛
奇
踪
』
で
は

冒
頭

「長
生
訣
」
で

「道
真
」
な
る
道
士
に
言
及
す
る
も
の
の
、
黄
道
真
と
直
接

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（７
）

（２
）
と
同
じ
。

（８
）

北
野
良
枝

「天
球
院
上
間

一
の
間
障
壁
画
に
関
す
る

一
考
察
―
―
狩
野

一
渓
著

『後
素
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
―
―
」
∩
國
華
」

一
二
五
三
号

。
二
〇
〇
〇

・

三
）
参
照
。

（９
）

「画
題
」
の
概
念
既
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「「七
賢
図
」
と
い
う

「画
題
ヒ

∩
論
究
日
本
文
学
」
第
七
四
号

・
二
〇
〇

一
・
五
）
参
照
。

―
―
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
―
―


